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RF・IP放送の新戦略で視聴者を掴む！

連載特集「2030ケーブルビジョン」 5 　放送事業 編

J：COM
ACAS対応に適したSTB「mini」が登場
4Kダブルチューナーと低コストを両立
KDDI からのケーブルテレビ関連事業の承継により、4K-STB「ケーブルプラス STB-2」の提供を引き継いだ
J：COM。ケーブルテレビによるスマートサービスを実現する STB として高い評価を得てきたハイエンドモデ
ルに加え、2023 年 12 月には機能を絞って価格を抑えたエントリーモデル「ケーブルプラス STB-2 mini」が登
場した。汎用性が高く、ACAS へのマイグレーション対応にも適している点が、早くも注目を集めている。 

（取材：渡辺 元・本誌編集長、文：高瀬徹朗・ITジャーナリスト、写真：広瀬まり）

STB置き換え需要に備えた
エントリーモデル開発

　「ケーブルプラス STB-2」は、スマートサービス時代の到

来を踏まえ、インターネット接続を強く意識して開発された

ハイエンドモデルの STB だ。

　放送視聴とダブル録画に対応した 4K対応トリプルチュー

ナー内蔵はもとより、各種 OTTサービスへのアクセスにも

優れ、音声認識を含むコンテンツ検索力も高い。視聴傾向

に即したレコメンド機能、Android TV OS 搭載によるアプリ

選択の自由度など、ハイエンドの名にふさわしい高い機能性

を誇る。

　「KDDI が開発した STB であるため、

ネット接続を前提として OTT サービス

も存分に楽しんでいただけることを狙

いとして開発されています。利用者の

満足度も高く、またケーブルテレビ事

業者さまにとっては ARPU向上にも

つながる端末です」（JCOM 株式会社 

ソリューション事業統括本部 ソリュー

ション技術部 サービス企画グループ

長 櫻井敦彦氏）。

　最先端のサービスとしては、地域

●�放送事業の拡大・強化に最適な最新STBを徹底解説

DX の要の一つとされるオンライン診療にも対応。J:COM

でも使用され実績のある「ケーブル・オンライン診療」ア

プリを利用することで、スムーズに遠隔医療サービスを導

入することが可能だ。

　2019年の提供開始以降、すでに 80 局以上で採用が進

むなど高い評価を得てきた「ケーブルプラス STB-2」だが、

ハイエンドモデルであるため、価格設定はやや高め。一方、

数年後に迫った C-CAS終了を踏まえると、従来の 2K-STB

マイグレーションは大きな課題だ。端末コストや工事費用な

どを考えると、すべてをハイエンドモデルに置き換えるのは

現実的に難しい。

　そこで開発されたのがエントリーモデル「ケーブルプラス

STB-2 mini」だ。ネットサービス利用やアプリ利用などを最

小限に留めつつ、4Kダブルチューナー搭載など押さえるべ

きポイントは押さえており、最先端の STBとして十分な機

能性を持たせている。

　「利用者の年齢層によっては、OTTサービスや見逃し視聴

はさほどご利用にならず、依然として録画は重要な視聴手

段の一つ。4Kダブルチューナー搭載で録画とオンエアの

同時視聴はしっかり担保しつつ、ネット接続サービスについ

ても最低限は利用できます」（櫻井グループ長）。

「ケーブルプラス STB-2」（写真下）はハイエンドモ
デルとしては小型だが、エントリーモデル「ケーブ
ルプラス STB-2 mini」（写真上）はさらに小型の省
スペース設計になっている

JCOM 株式会社 ソリ
ューション事業統括
本部 ソリューション
技術部 サービス企画
グループ長 櫻井敦彦
氏。KDDI から引き
続き、J:COMでも技術
開発を担当している



【図 1】「ケーブルプラス STB-2」の多様なレコメンド機能
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③レコメンドエリア/おすすめ番組など

様々な映像コンテンツと出会える多様な仕掛け

ユーザーの視聴時間帯や曜⽇など、傾向に
応じたおすすめ番組を⾃動的に判定し表⽰。
（曜⽇×時間帯でおすすめジャンルを判定）

お気に⼊り登録したチャンネルの、
現在放送中番組を表⽰。

登録したワードが含まれる番組を
ここからすぐに検索。
好きなタレント名など登録してお
くことで、ゲスト出演している番
組も⾒逃さない！

気づく喜び

【図 2】「ケーブルプラス STB-2 mini」は
4Kダブルチューナー搭載
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ケーブルプラスSTB-2 miniの特⻑

4K放送対応＆Wチューナー搭載

4K放送に対応したダブルチューナーを搭載
BS4K放送※1・⾼度ケーブル⾃主放送の２番組同時録画や4K放送を視聴しながら、
別4K放送の裏番組録画に対応※2

※1 トランスモジュレーション⽅式、パススルー⽅式に対応
※2 録画には外付けHDDが必要

4K ダブルチューナーを搭載しているため、BS4K放送
や高度ケーブル自主放送の 2番組同時録画や、4K放送
を視聴しながら別の 4K 放送を裏番組録画できる

194-2024

　いずれのモデルも RF受信が基本だが、ソフトウェアアッ

プデートによって IP受信も可能になる予定だ。また将来の

ACAS 対応については、端末が ACAS 信号をキャッチした

時点で切り替えられるよう設計されており、ハードウェアと

しては「より長く使ってもらえる端末に仕上がっている」

（櫻井グループ長）という。

「ケーブルプラスSTB-2」
「mini」それぞれの特徴

　では、それぞれのモデルの特徴を紹介しておこう。まずは

ハイエンドモデル「ケーブルプラス STB-2」のおさらいから。

　テレビ画面起動時に「スタート画面」から始まるのはこの

シリーズの特徴だが、初期のトップ画面と比べるとかなりシ

ンプルになった。画面上部に並ぶのはアプリアイコン。利用

できる OTTサービスが並べられることが多いが、任意での

設定も可能なため、ケーブルテレビ事業者が用意した「ロコ

テレ」のような地域アプリや各種ウェブリンクなどを上位に

表示することも可能。「ケーブル・オンライン診療」アプリ

のアイコンもここに表示できる。

　スタート画面下部に表示されているのは「おすすめ番組」。

テレビの視聴履歴から、関連する番組、類似した番組をレ

コメンドしてくれる（【図1】）。おすすめされるのはテレビ番

組のみで、OTTコンテンツは対象外となる。

　ネット接続の利便性が高く活かされるのが検索性能で、

音声認識（リモコンにマイクを搭載）などによるフリー検

索のほか、番組表で提示される出演者一覧からお気に入り

の出演者を選択すると、出演番組一覧が横断的に検索で

きる機能も持つ。見たいコンテンツを能動的に探すことが

できるのが「ケーブルプラス STB-2」の大きな特長だ。

　エントリーモデル「ケーブルプラス STB-2 mini」の方は

「スタート画面」はなし。テレビを起動するとすぐに番組を

視聴できる。メニューも一画面に収まっており、使い勝手を

重視した UI が印象的だ。STB の入れ替え需要に応じて

開発されたこともあり、設置の手間もかなり少ない。

　ネット接続を前提としていないため、通信関連の機能は

かなり絞られた。それでもインターネットブラウザを搭載

しているため、各種ネット配信サービス自体はブラウザ

経由で利用できるほか、文字入力による番組検索も可能と

なっている。

　4Kダブルチューナー搭載が示すとおり、録画機能の活用を

見込んだモデルとなっているため（【図2】）、録画・再生周

りには各種機能を用意。録画コンテンツを再生する際、5 秒

単位でサムネイルが表示され、好みのシーンを見つけやすく

なっているほか、1.5 倍速の再生も可能だ。

　筐体サイズはハイエンドモデルも機能から考えるとかな

り小さいが、エントリーモデルはさらに省スペースな設計だ。

録画用ハードディスクは外付けとなるが、STB本体と組み

合わせて配置しても設置場所を選ばないサ

イズ感にまとまっている。

　UI の面で見ると、カーソルの動きに重さ

がなく、テンポよく操作できる印象。ハイエ

ンドモデルはもちろん、エントリーモデルに

関しても操作にストレスを感じることはない。

特に、情報量が多い番組表画面での動きに

関しては高く評価することができる。

　録画機能の重視、設置性や操作性の高さ

など、エントリーモデルはシニア層の利用を

想定していることが見受けられるが、その点、

「 ケ ー ブ ル・オンライン診療」アプリが

搭載できるようになるかどうかは気になる

ところ。「将来の課題として前向きに検討し
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ている」（櫻井グループ長）との話のように、スペック的には

搭載が可能。JCOM は「KDDI からの承継を受けた以上、

『JCOM ならでは』のサービスを展開したい」（櫻井グループ

長）との意向を強く示しており、「ケーブル・オンライン診療」

などの独自のサービスをエントリーモデル含めて積極的に

活用していく可能性もありそうだ。

ACASへのマイグレーション対応で
「mini」大量導入を決定

　ACAS の多チャンネル放送を 2023年 1月から開始した

ベイ・コミュニケーションズは、「ケーブルプラス STB-2 

mini」を採用した。同社は使用していたパイオニア CAS の

終了にともない、約 10万台の STBをすべて ACAS対応機

種に置き換え、C-CAS の多チャンネル放送は 2025年 9月

に終了させることを決定した。

　「そのため、シンプルな機能でリーズナブル、大量に調

達できる ACAS 対応 STB を探した結果、ぴったりな製品

として『ケーブルプラス STB-2 mini』の採用を決めました。

一番の魅力は、4K ダブルチューナーを搭載していることで

す。民生機のブルーレイレコーダー

は複数チューナーが当たり前になっ

ています。アニメシリーズなどの一

挙放送をまとめて録画するといった

利用方法が増えています。STB も

4K ダブルチューナーがあれば、録画

しながら他の番組を視聴することが

できます。また、実際に操作したと

ころ、反応速度も速いと感じました。

リーズナブルで良い性能の『ケーブルプラス STB-2 mini』

があったのは、ありがたかったですね」（株式会社ベイ・コ

ミュニケーションズ 経営企画室（DX チーム 兼 経営計画

チーム） 部長 木村禎孝氏）。

　ベイ・コミュニケーションズでは現在、4K ダブルチュー

ナーで録画しながら視聴できる STB であることをセールス

ポイントとしてお客さんに案内している。エントリーモデル

でありながら 4K ダブルチューナー搭載と高機能な「ケーブ

ルプラス STB-2 mini」に注目し、ACAS へのマイグレーショ

ンによる STB の置き換えで大量導入するケーブルテレビ事

業者が増えつつある。 

株式会社ベイ・コミ
ュニケーションズ 経
営企画室（DX チーム 
兼 経営計画チーム） 
部長 木村禎孝氏


